
補助事業番号 2022M-125 

補助事業名 2022年度公設工業試験研究所等における機械設備拡充補助事業 

補助事業者名 福島県 

 

１ 補助事業の概要 

 福島県ハイテクプラザ会津若松技術支援センターに恒温恒湿槽を導入し、屋内外で使用さ

れる各種工業材料及び製品の温度及び湿度に対する耐久性を把握することや、木質素材特有

の課題の解決にむけて試験が可能となったことは、県内企業にとって品質評価、寿命予測、

材料選定などの面から極めて重要となります。これらの特性を短期間で、再現性良く評価す

ることは、企業にとって重要なことです。温湿度試験後の特性評価をハイテクプラザ会津若

松技術支援センター及び郡山本所所有の各種評価装置と組み合わせ、技術相談、機器開放、

技術開発等の県の支援策の中で幅広く活用し、それにより県内企業の製品開発力を高め、さ

まざまな分野への進出を推進します。また、当該機器の運用にあたっては、企業の利便性を

向上させるため2名の職員が本装置の担当となり、企業が利用する際のサポートや技術的な

アドバイスを行うことにより、より多くの企業の技術課題の解決に役立てていきます。 

 

２ 予想される事業実施効果 

 福島県ハイテクプラザ会津加松技術支援センターにおける技術相談、機器開放、技術開発

等の支援策の中で、本事業で導入する機器が広く企業の利用に供されることにより、ものづ

くり現場における技術的な諸課題の解決や新製品の開発が促進され、企業の技術力向上と競

争力強化に繋がり、震災と原発事故からの県内産業の復興に貢献することが期待されます。 

 

３ 本事業により導入した設備 

①恒温恒湿槽（楠本化成株式会社 FX411N-EL） 

本装置は、チャンバー内部の温度を-35℃～+100℃、湿度を20％～95％に任意に設定が可

能なため、試作のための含水率の調整や、試作した材料の性能を評価でき、木質素材が安定

した性能を発揮する条件を導き出し、性能の安定化に寄与します。 

 併せて本装置は県内企業から弊所へ委託される多種多様な試験にも活用が見込まれます。

特に、福島県の重点産業である再生可能エネルギー分野において、屋外に設置される電子機

器がさらされる温湿度環境を再現でき、製品の継時劣化を短時間で評価することが可能で県

内企業の電子機器の性能評価、耐久性向上を支援することができます。 

  

 

 



 

設置場所：【福島県ハイテクプラザ会津若松技術支援センター】 

 

 

②本事業に係る印刷物等 

ハイテクプラザホームページ新着情報 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/hightech/jka-equipment.html  

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/hightech/jka-equipment.html


ハイテクプラザ（公財）JKA補助事業整備機器一覧 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/hightech/jka-equipment.html  

 

機器パンフレット 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/572601.pdf 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/hightech/jka-equipment.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/572601.pdf


 

 ４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 福島県ハイテクプラザ（フクシマケンハイテクプラザ） 

住  所： 〒963-0297 

福島県郡山市待池台1-12 

代 表 者： 所長 大和田野芳郎（オオワダノヨシロウ） 

担当部署： 企画連携部企画科（キカクレンケイブキカクカ） 

担当者名： 研究員 佐藤優介（サトウユウスケ） 

電話番号： 024-959-1736 

F  A  X： 024-959-1761 

E - m a i l： hightech-kikaku@pref.fukushima.lg.jp 

  U R L： http://www4.pref.fukushima.jp/hightech/  

 

 

http://www4.pref.fukushima.jp/hightech/

